
 

 

 

資料 ４-１ 

 

横浜全国大会での向殿 SWGの成果発表骨子（案） 

 

１ JISQ45100（日本版 OSHMS）規格作成へ貢献 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２ リスクアセスメント手法の共通化への取組 

２つのテーマ（リスクの見積もり、残留リスク対策）について、共通化の手法を検討中。 

（１） リスクの見積もりに関すること。 

(ア) リスク見積もり結果のバラツキをできるだけ無くす方法について 

(イ) 意図的なルール違反・ヒューマンエラーを考慮する方法について 

（２） 残留リスク対策に関すること 

(ア) 「許容不可能なリスク」、「許容可能なリスク」及び「受容れ可能なリスク」を整理

し、「リスクレベルⅠ」、「リスクレベルⅣ」のリスク低減措置の進め方の提案について 

(イ) 残留リスクの管理について 

 

JIS委員会への提言 JISQ45100規格の公布（９月末頃） 

 

① 日常的な安全衛生活動を規格の中で

明確にすること 

② 健康確保の取組を規格の中で明確に

すること 


